
「福島第一原子力発電所構内環境評価・デブリ取出しから廃炉までを
想定した地盤工学的新技術開発と人材育成プログラム」

地下水の現況測定・将来予測

現場実験から把握する地下水の実流速
（その３）

報 告

地盤工学会：廃炉地盤工学委員会

地盤環境WG

文部科学省受託研究



平成31年度実施内容 （千葉工業大学分）

① 室内土層実験による測定方法の検討

浸透模型水槽（土層実験水槽）を用い，新しい計測器を用いた塩水トレー
サー試験を実施し，実流速の推定方法を検討した。

② 実験井戸による現場試験の実施

ボーリング孔を現場に設置し，揚水井戸を用いた加速試験により，温度
検層を実施するとともに，塩水トレーサー試験による実流速の推定方法を
検討した。

③ 透流解析・物質移行解析のための基本検討

新しい解析モデルを用いた広域地下水流動解析を非定常解析で実施し，
1F周辺領域の詳細解析を検討した。

将来を見据えた若手技術者の育成



スケジュールと参加者

9:00  ～ 9:10 挨拶

9:10  ～10:10 地盤の水理調査計画の考え方 （竹内）

10:10～10:40 井戸再設置について （田岸）

10:40～11:10 温度検層結果と評価 （M1:能美）

11:10～12:00 現場実習：トレーサー試験，温度検層試験

12:00～13:00 昼休み

13:00～14:00 トレーサー試験結果と評価 （M2:大瀧）

14:00～15:00 トレーサー試験の理論解析 （菱谷）

15:00～16:00 現場実習：トレーサ試験（途中結果） ，温度検層試験

16:00～16:30 質疑応答

16:30 終了

登録者 18名 （全員非会員）

参加者 16名 （全員非会員）



講習会状況



現場見学状況
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